
　小学校就学前施設（園）で培われた乳幼児期の学びと育ちを，小学校，さらにはその先へと引き継ぎ，一
体的に育むために，園と小学校，そして双方の先生方に参考にしていただくことを目的として，作成しました。
　子どもたち一人一人に合わせて，ご活用いただければ幸いです。

　京都市子育て支援総合センター「こどもみらい館」は，少子化，核
家族化，地域コミュニティの希薄化など子どもたちを取り巻く環境
が著しく変化する中，子育てに不安や悩みをもつ保護者の方々を支
援し，安心して子どもを産み，育てることのできる環境を整備する施
策の一環として，平成11年12月に開館しました。
　相談・研究・研修・情報発信・子育て支援ネットワーク構築の5つ
の機能を柱に，保育園（所）・幼稚園・認定こども園，私立・市立・国
立の垣根を越えた「共同機構」として取組を行う先進的な機能や規
模を備え，多くの市民ボランティアの方々に各種事業にご参加いた
だくなど，市民との共汗を基本とした運営を行う「子育て支援の中
核施設」です。

　専門職である保育者の資質向上を目指した理論・実践
面での研修を行っています。

　京都市では，平成29年3月に告示された園と小学校双方の新しい指針・要領や，平成30年2月に京都市会海外行政調査団から提出された提言等を踏ま
え，平成30年5月に小学校就学前施設と小学校との連携強化や情報共有の更なる促進のため，教育委員会と子ども若者はぐくみ局の合同プロジェクトチー
ムを設置しました。
　本パンフレットは，平成30年12月に実施した小学校就学前施設と小学校に対するアンケートの調査結果や小学校就学前施設の関係団体と小学校の関
係者からの意見等を踏まえ，プロジェクトチームにおいて議論を重ねて検討した結果を基に作成したものです。

　園と小学校がそれぞれ子どもの何を大切にし，何を育
んでいるのかを知り，何をどのようにつなげればよいのか
を共に考える。

◆ 　　こどもみらい館「共同機構」とは？

　乳幼児期の教育・保育内容の更なる充実・発展や子育
て支援を目指した研究事業を推進しています。
　保幼小接続期のあり方については，継続的に重要な研
究テーマとして位置付けており，第4期「子どもの心の育ち
の連続性研究プロジェクト」の研究の成果として，子どもの
心の育ちをつなげる大人の心のもち方をつなぐための
きっかけになるよう『保幼小連携・接続ちょこっとハンド
ブック』をまとめました（右写真）。
　第5期は「私たちが大切にした
い心の育ちとは何か～語り合い
から始めよう～」をテーマに研究
を進めています。

「保幼小連携・接続
  語り合いから始めよう」

共同機構研修のテーマの一例

こどもみらい館「共同機構」による先生の資質向上と交流6
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1年担任ですが，園の先生

との関わりが少ないので，

今回の場がとても勉強に

なりました。

小学校の先生とお話させてい

ただき，たくさんの気付きと学

びを得ることができました。参

加して本当によかったです。

園と小学校の先生によるグループ討議の様子
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できると
ころから進めてみよう！

子どもの学びと育ちを
つなぐ

京都市  
保幼小連携・接続パンフレット

INDEX

共同機構の取組

研究プロジェクト

共同機構研修

参加した先生方からの 声

7

園

小学校



　園と小学校が相互に関わりながら（連携），園で培われた乳幼児
期の学びと育ちを小学校に伝え，小学校での教育に円滑につない
でいくこと（接続）です。
　単に園から小学校に年長の子どもの情報を伝えるだけでなく，関
わる主体（先生同士，子ども同士など）や時期（入学前・入学後な
ど），交流の範囲（学区内・学区外など）など，様々な方法・形態があ
ります。

　平成29年3月に告示された，園と小学校双方の新たな指針・要領
では，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10の姿）」を共有し，
園で培われた乳幼児期の学びと育ちを小学校教育に円滑に接続し
ていくことが明記されるなど，保幼小連携・接続の取組がより重要
視されています。

保幼小連携・接続について1
◆ 保幼小連携・接続とは？

　保幼小連携・接続の取組は，非常に重要ですが，施設の規模や立
地，連携する施設の数など，園や小学校の置かれている状況が様々
ですので，地域の実態に合った取組が徐 に々進められています。
　働き方改革の観点も踏まえながら，まずは，できるところから保幼
小連携・接続の取組を進め，継続して取り組んでいきましょう。

◆ できるところから進めてみる！
◆ 保幼小連携・接続の取組が
　 より一層求められています

　交流のために新たな取組を始めるのではなく，これまで
から取り組んできている行事や活動の時間（生活科，総
合的な学習の時間等）を活用することから始めましょう！

❶ 園・小学校行事への招待
　 以前から開催している行事への招待から始めてみては
❷ 交流内容の深化
　 子どもの入学への不安が期待と安心へ
　 小学生の“成長”への気付きを促す
❸ 園・小学校のカリキュラム等の工夫・改善
　 交流から見える子どもの姿を教育課程や
　 全体的な計画，カリキュラム等にフィードバック

❶ 授業・保育の相互見学
　 積極的な案内・参加を
❷ 各種研修会への参加
　 参加者同士で交流し，知見を深めるチャンス
❸ 指導・保育の改善に生かす
　 交流で得た知見を指導・保育のヒントに

　小学生は年下の子と関わることで，自分の成長に気付
きます。園の子どもたちは小学校で楽しい時間を過ごした
ことや小学生に温かく接してもらったことで，入学への不
安が安心と期待へ変わっていきます。

　幼児期の学びと育ちが小学校へと引き継がれ，それら
を踏まえた学びが積み上げられることで，子どもたちは安
心感や自信をもって，主体的な学習活動を行うことがで
き，自立につながります。

　子どもたちの様子を互いに知り，語り合うことが，円滑
な連携・接続に向けた第一歩です！
　まずは授業見学・保育見学を互いに行い，子どもの姿
を実際に見ることから始めてみませんか？

先生方からの 声

子ども同士のよい交流は，先生同士の継続的な交流があってこそ！
相互に交流を重ねて，よい関係を築いていきましょう！

保幼小連携・接続の取組事例2
◆ 具体的な事例を参考に，各園・各小学校の実態に合った取組を進めましょう

●小学校学習指導要領
　第1章 総則

小学校

10の姿，円滑な接続が明記

認定こども園幼稚園 保育園（所）

子ども同士の交流

先生同士の交流   3ステップ

　このパンフレットでは，読みやすさ等の観点から，
原則として，次の表現を使用しています。

・小学校就学前施設＝園
・幼児，園児，児童＝子ども
・教職員，保育士＝先生

 子ども同士の交流 先生同士の交流

●幼稚園教育要領
　第1章 総則

●保育所保育指針
　第2章 保育の内容

●幼保連携型認定こども園
　教育・保育要領
　第1章 総則

小学校就学前施設（園）

小学校

　生活科の中で，秋の
自然を使った遊びを一
緒に楽しみました。作っ
たおもちゃをもっと楽し
いものにしようと協力し
合いました。

　小学校の運動会に園
の子どもたちが参加し，楽
しい時間を過ごしました。
事前練習も行うことで関
係性を築いています。

　園で小学生の職業体験
を受け入れました。園の子
どもたちは優しく接しても
らったことで，入学式が楽し
みになっているようでした。

　子どもたちが一緒に清
掃活動を行いました。小
学生の優しいリードで，園
の子どもたちも楽しく取り
組むことができました。

　授業・保育を互い
に見学し合い，子ど
もたちの様子を知る
だけでなく，それぞ
れの先生が日々大
切にしていることを
共有しました。

　2ヶ月に1回程度，
校区内の園の先生や
地域の方が集まり，
情報交流をしていま
す。園同士の連携に
もつながっています。

小学生に対する憧れや

就学への期待が膨らむ。

安心して入学式を迎えることができた。

子どもに上級学年とし

ての自覚が芽生える。

子どもの自信が深まる。

園・小学校双方が，保幼小連携・接続の取組につ
いての成果や効果を実感しています（平成30年度
京都市アンケート調査結果等より）。

子ども同士の交流  3ステップ

1 2

・小学校の教育を伝

えることができた。　

・園の先生とのつなが

りが深まった。

・園ならではの関わり

方が参考になった。

・小学校の先生との

つながりが深まった。

・園の教育・保育を伝

えることができた。

先生同士の交流

Q.交流等を実施
したことにより，ど

のような成果や効果がありました

か？（複数回答可）

Q.交流等を実施したことにより，子どもにどのような変容が見
られましたか？（自由記述）
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36％

34％

51％

44％

園

園

小学校
小学校

保幼小連携全般

園と小学校の交流の機会を
より充実し，施設ごとの重点
取組や子どもたちの状況につ
いてさらに意見交換
していくのがよい。

この機会を一過性
のものに終わらせな
いために，今後もつな
がりを深めたい。

保幼小連携を進め
ていくのはよいこと。
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園と小学校の年間スケジュールと取組3
◆ 保幼小連携を円滑に進めるには，お互いのスケジュールを見通した計画が必要です

※概ね入学前の就学時健康診断（11月頃）から入学後までの期間

❶ 入学前の一人一人の情報交換
　 情報共有期間※を意識して，具体的に詳細に。
　 園と小学校の信頼関係が不可欠
❷ 就学支援シートの有効活用
　 配慮すべき事項を丁寧に共有
❸ 入学後の子どもの姿の共有
　 授業参観への招待・参加など，入学後の子どもの姿をフィードバック
　 「子どもたちの入学後の様子を見に来ませんか？」

つなぐ 学びと育ちの情報共有期間 のばす 学びと育ちの自己発揮期間

入

　学小
学
校

小
学
校
就
学
前
施
設（
園
）

年間を通して子ども同士の交流や先生同士の連携を　　積み重ねることで，子どもの学びと育ちの共有を図りましょう

子ども同士の交流の様子

園と小学校の連携の様子

就学支援シートや交流など様 な々機会を通した情報連携

年度当初は新たな
連携を始めるチャンス!!

クラス分け・
担任決定～
入学式

　生活科の学校探検と国語科などの学習を関連付けたり，
短時間の時間割を組んだりすることで，学びに向かう力を育
みます。また，自由に遊ぶ時間や場所の設定など，子どもが
安心して学習に取り組める環境を整えます。

要録の有効活用  3ステップ

子どもの学びと育ちの共有  3ステップ
卒

　園

スタートカリキュラムとは…

運動会 給食交流

就学時健康診断 半日入学・保護者説明会

学習発表会 授業参観・見学

保育参観・見学生活・学習発表会作品展運動会

9月 10月 12月 1月 2月 4月 5月 6月 7月 8月

要録を通した情報連携
次年度の
入学予定者を
把握

要録就学支援
シート

スタートカリキュラムの
編成・実践

3 4

❶ 確実な送付とコミュニケーション
　 「送りました！」「受けとりました！」
❷ 要録の記録を通した情報共有
　 「Ａさんの園での様子を詳しく教えてください」
❸ 記載内容の工夫・改善
　 「わかりやすい表現で，子どもの成長の姿が
　  イメージしやすいです。とても助かります。」確実な受け渡し

3月11月

◆遊びを通した幼児期の教育・保育を大切に
◆学校教育の先取りをするのではなく，期待と
不安に揺れる子どもたちが安心して入学を
迎えられるような生活を

小学校入学を前に各園では…



園と小学校の年間スケジュールと取組3
◆ 保幼小連携を円滑に進めるには，お互いのスケジュールを見通した計画が必要です

※概ね入学前の就学時健康診断（11月頃）から入学後までの期間

❶ 入学前の一人一人の情報交換
　 情報共有期間※を意識して，具体的に詳細に。
　 園と小学校の信頼関係が不可欠
❷ 就学支援シートの有効活用
　 配慮すべき事項を丁寧に共有
❸ 入学後の子どもの姿の共有
　 授業参観への招待・参加など，入学後の子どもの姿をフィードバック
　 「子どもたちの入学後の様子を見に来ませんか？」

つなぐ 学びと育ちの情報共有期間 のばす 学びと育ちの自己発揮期間
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小学校入学を前に各園では…



　園で培われた子どもの学びと育ちは，「要録」に記録されて小学
校へ引き継がれます。
　小学校に入学する子どもたちは，年長児として活躍した園生活を
終え，大好きな先生や友だち，慣れ親しんだ園舎から離れ，期待と
不安をともに抱えて新しい世界に飛び込んできます。
　園と小学校双方の先生が，「要録」を活用した情報共有や「幼児
期の終わりまでに育ってほしい姿（10の姿）」を通した子どもの見
取りにより学びと育ちの姿を共有し，小学校で活かしていくことが，
子どもたちの大きな成長につながります。

　各園・各小学校からのアンケート結果を踏まえ，園と小学校の双
方が思いを伝えられるよう，書きやすさ・送りやすさ・読みやすさを重
視して「幼稚園幼児指導要録」，「保育所児童保育要録」及び「幼保
連携型認定こども園園児指導要録」の様式をそろえた京都市版標
準様式「京都市子どもはぐくみ要録」を作成しました（令和2年1月）。

●記載項目とサイズ（A4）を統一化
●学籍等に関する記録の次に年長児（5歳児）の指導等に
　関する記録を配置
●記入欄を横長に広く確保
●手書き，パソコン入力にも対応
●カスタマイズ可能なデータを掲載，配布
　ただし
一律ではなく，各園の状況に合わせて導入・活用が可能

子どもの姿を思い浮かべながら，丁寧に要録を
書いていますが，小学校の先生は読んでくださっ
ているのでしょうか…

学籍等に関する記録
（基本的な在籍情報）

年長児の
指導等に関する記録

年少児～年中児の
指導等に関する記録

0歳児～2歳児の
指導等に関する記録

・小学校に伝える意識をもちながら
・数多くのエピソードの中から特徴的なものを選んで
・達成度ではなくその子にとっての成長が見られた内容を
・先生の具体的な援助や指導とその成果がわかるように
・「10の姿」を通して語り合えるように

1
ページ目

2
ページ目

3
ページ目

4
ページ目

「要録」を有効活用した子どもの学びと育ちの共有4
◆ 「京都市子どもはぐくみ要録」
　 （京都市版標準様式）について

　園生活の中で，充実感をもって自分のやりたいことに向かって心
と体を十分に働かせ，見通しをもって行動し，自ら健康で安全な生
活をつくり出すようになる。

　子どもの主体的な活動を中心とした幼児期の教育・保育と，体系的・自覚的な小学校の教育
は手法が異なりますが，子どもたちに育むべき資質・能力や，そのためのねらいは共通しています。
　園と小学校の先生同士が「10の姿」をキーワードに子どもの具体的なエピソードから学びと育
ちを語り合うことで，それぞれの教育・保育のねらいや先生たちの思いの共通理解が深まり，子ど
もたちが安心して小学校に入学し，自ら学びの場を広げることにつながります。

　幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10の姿）は，到達目標で
はなく，幼児期の活動全体を通して資質・能力が育まれている小学
校入学前の子どもに見られる具体的な姿として示されています。

◆ 健康な心と体

子どもの学びと育ちを
語り合うための
“キーワード”

● 安心して自ら学びを広げる「学習環境」を整えましょう
● 生活科を中心に，合科的・関連的な指導の充実を図りましょう
● 子どもの発達を踏まえ，時間割や学習活動を工夫しましょう

小学校の「子どもの学びと育ちをつなぐ スタートカリキュラム」編成へ

基本的な考え方

幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10の姿）5

1

　身近な環境に主体的に関わり様々な活動を楽しむ中で，しなけ
ればならないことを自覚し，自分の力で行うために考えたり，工夫し
たりしながら，諦めずにやり遂げることで達成感を味わい，自信を
もって行動するようになる。

◆ 自立心2

　家族を大切にしようとする気持ちをもつとともに，地域の身近な人と
触れ合う中で，人との様 な々関わり方に気付き，相手の気持ちを考えて
関わり，自分が役に立つ喜びを感じ，地域に親しみをもつようになる。
　また，園内外の様々な環境に関わる中で，遊びや生活に必要な情
報を取り入れ，情報に基づき判断したり，情報を伝え合ったり，活用
したりするなど，情報を役立てながら活動するようになるとともに，
公共の施設を大切に利用するなどして，社会とのつながりなどを意
識するようになる。

◆ 社会生活との関わり5

　自然に触れて感動する体験を通して，自然の変化などを感じ取り，好
奇心や探究心をもって考え言葉などで表現しながら，身近な事象への
関心が高まるとともに，自然への愛情や畏敬の念をもつようになる。
　また，身近な動植物に心を動かされる中で，生命の不思議さや尊さ
に気付き，身近な動植物への接し方を考え，命あるものとしていたわ
り，大切にする気持ちをもって関わるようになる。

◆ 自然との関わり・生命尊重7

　心を動かす出来事などに触れ感性を働かせる中で，様々な素材
の特徴や表現の仕方などに気付き，感じたことや考えたことを自分
で表現したり，友達同士で表現する過程を楽しんだりし，表現する
喜びを味わい，意欲をもつようになる。

◆ 豊かな感性と表現10

　先生や友達と心を通わせる中で，絵本や物語などに親しみなが
ら，豊かな言葉や表現を身に付け，経験したことや考えたことなど
を言葉で伝えたり，相手の話を注意して聞いたりし，言葉による伝
え合いを楽しむようになる。

◆ 言葉による伝え合い9

　友達と関わる中で，互いの思いや考えなどを共有し，共通の目的
の実現に向けて，考えたり，工夫したり，協力したりし，充実感をもっ
てやり遂げるようになる。

◆ 協同性3

　友達と様 な々体験を重ねる中で，してよいことや悪いことが分かり，
自分の行動を振り返ったり，友達の気持ちに共感したりし，相手の立
場に立って行動するようになる。
　また，きまりを守る必要性が分かり，自分の気持ちを調整し，友達と
折り合いを付けながら，きまりをつくったり，守ったりするようになる。

◆ 道徳性・規範意識の芽生え4

　遊びや生活の中で，数量や図形，標識や文字などに親しむ体験
を重ねたり，標識や文字の役割に気付いたりし，自らの必要感に基
づきこれらを活用し，興味や関心，感覚をもつようになる。

◆ 数量や図形，標識や文字などへの関心・感覚8

◆ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿
　 （10の姿）」とは？

重視したポイント

「10の姿」は…

◆ 「要録」について

書きやすさ・送りやすさ・読みやすさ

　身近な事象に積極的に関わる中で，物の性質や仕組みなどを感じ
取ったり，気付いたりし，考えたり，予想したり，工夫したりするなど，多様な
関わりを楽しむようになる。
　また，友達の様 な々考えに触れる中で，自分と異なる考えがあることに
気付き，自ら判断したり，考え直したりするなど，新しい考えを生み出す喜
びを味わいながら，自分の考えをよりよいものにするようになる。

◆ 思考力の芽生え6

5 6

要録のスペースは限りがあるのですが，小学校の
先生はどのような内容を知りたいのでしょうか?

園

要録の写しは園によって様式もサイズもマチマ
チで，管理しにくく読みづらいのが悩みです。
少しでも共通化が図れると，とても助かります。

「京都市子どもはぐくみ要録」の構成

先生方からの 声

小学校

※幼稚園教育要領，保育所保育指針，幼保連携型認定こども園教育・保育要領参照

園で好きだった遊びやよく歌っていた歌，得意
な運動などの情報があると，子どもへの言葉
かけの時に話題にします。子どもは驚きなが
ら，喜びと安心の表情を見せてくれます。
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てやり遂げるようになる。

◆ 協同性3

　友達と様 な々体験を重ねる中で，してよいことや悪いことが分かり，
自分の行動を振り返ったり，友達の気持ちに共感したりし，相手の立
場に立って行動するようになる。
　また，きまりを守る必要性が分かり，自分の気持ちを調整し，友達と
折り合いを付けながら，きまりをつくったり，守ったりするようになる。

◆ 道徳性・規範意識の芽生え4

　遊びや生活の中で，数量や図形，標識や文字などに親しむ体験
を重ねたり，標識や文字の役割に気付いたりし，自らの必要感に基
づきこれらを活用し，興味や関心，感覚をもつようになる。

◆ 数量や図形，標識や文字などへの関心・感覚8

◆ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿
　 （10の姿）」とは？

重視したポイント

「10の姿」は…

◆ 「要録」について

書きやすさ・送りやすさ・読みやすさ

　身近な事象に積極的に関わる中で，物の性質や仕組みなどを感じ
取ったり，気付いたりし，考えたり，予想したり，工夫したりするなど，多様な
関わりを楽しむようになる。
　また，友達の様 な々考えに触れる中で，自分と異なる考えがあることに
気付き，自ら判断したり，考え直したりするなど，新しい考えを生み出す喜
びを味わいながら，自分の考えをよりよいものにするようになる。

◆ 思考力の芽生え6
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要録のスペースは限りがあるのですが，小学校の
先生はどのような内容を知りたいのでしょうか?

園

要録の写しは園によって様式もサイズもマチマ
チで，管理しにくく読みづらいのが悩みです。
少しでも共通化が図れると，とても助かります。

「京都市子どもはぐくみ要録」の構成

先生方からの 声

小学校

※幼稚園教育要領，保育所保育指針，幼保連携型認定こども園教育・保育要領参照

園で好きだった遊びやよく歌っていた歌，得意
な運動などの情報があると，子どもへの言葉
かけの時に話題にします。子どもは驚きなが
ら，喜びと安心の表情を見せてくれます。



　小学校就学前施設（園）で培われた乳幼児期の学びと育ちを，小学校，さらにはその先へと引き継ぎ，一
体的に育むために，園と小学校，そして双方の先生方に参考にしていただくことを目的として，作成しました。
　子どもたち一人一人に合わせて，ご活用いただければ幸いです。

　京都市子育て支援総合センター「こどもみらい館」は，少子化，核
家族化，地域コミュニティの希薄化など子どもたちを取り巻く環境
が著しく変化する中，子育てに不安や悩みをもつ保護者の方々を支
援し，安心して子どもを産み，育てることのできる環境を整備する施
策の一環として，平成11年12月に開館しました。
　相談・研究・研修・情報発信・子育て支援ネットワーク構築の5つ
の機能を柱に，保育園（所）・幼稚園・認定こども園，私立・市立・国
立の垣根を越えた「共同機構」として取組を行う先進的な機能や規
模を備え，多くの市民ボランティアの方々に各種事業にご参加いた
だくなど，市民との共汗を基本とした運営を行う「子育て支援の中
核施設」です。

　専門職である保育者の資質向上を目指した理論・実践
面での研修を行っています。

　京都市では，平成29年3月に告示された園と小学校双方の新しい指針・要領や，平成30年2月に京都市会海外行政調査団から提出された提言等を踏ま
え，平成30年5月に小学校就学前施設と小学校との連携強化や情報共有の更なる促進のため，教育委員会と子ども若者はぐくみ局の合同プロジェクトチー
ムを設置しました。
　本パンフレットは，平成30年12月に実施した小学校就学前施設と小学校に対するアンケートの調査結果や小学校就学前施設の関係団体と小学校の関
係者からの意見等を踏まえ，プロジェクトチームにおいて議論を重ねて検討した結果を基に作成したものです。

　園と小学校がそれぞれ子どもの何を大切にし，何を育
んでいるのかを知り，何をどのようにつなげればよいのか
を共に考える。

◆ 　　こどもみらい館「共同機構」とは？

　乳幼児期の教育・保育内容の更なる充実・発展や子育
て支援を目指した研究事業を推進しています。
　保幼小接続期のあり方については，継続的に重要な研
究テーマとして位置付けており，第4期「子どもの心の育ち
の連続性研究プロジェクト」の研究の成果として，子どもの
心の育ちをつなげる大人の心のもち方をつなぐための
きっかけになるよう『保幼小連携・接続ちょこっとハンド
ブック』をまとめました（右写真）。
　第5期は「私たちが大切にした
い心の育ちとは何か～語り合い
から始めよう～」をテーマに研究
を進めています。

「保幼小連携・接続
  語り合いから始めよう」

共同機構研修のテーマの一例

こどもみらい館「共同機構」による先生の資質向上と交流6

就学前施設と小学校との連携・情報共有推進に向けた検討チーム
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こどもみらい館「共同機構」による先生の資質向上と交流 ………………………… P7
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1年担任ですが，園の先生

との関わりが少ないので，

今回の場がとても勉強に

なりました。

小学校の先生とお話させてい

ただき，たくさんの気付きと学

びを得ることができました。参

加して本当によかったです。

園と小学校の先生によるグループ討議の様子
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できると
ころから進めてみよう！

子どもの学びと育ちを
つなぐ

京都市  
保幼小連携・接続パンフレット
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園

小学校


